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「防ぎ得た死」と鋼足された倒
病状が悪化人工呼吸器が一時停止し

たんの吸引ができず、呼吸困難に

避難所で容体が悪くなった患者が 
災害拠点病院に集中し、医師や看 

∴　∴‾l �護師、医薬品が不足 

在庫不足を補うため点滴の回数を 減らし、容体が悪化 

転院ができず容体が悪化

東日本大震災で
「防ぎ得た死」とされる人数

嵩図174人亡くなった人数

うち「防ぎ得た死」と判定された
人数

調査対象となった病院数
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患
者
聯
人
教
え
た
可
能
性

庫
悼
惜
－

大
震
災

東
日
本
大
震
災
の
際
、
岩
手

・
宮
城
両
県
の
病
院
で
亡
く
な

っ
た
1
0
4
2
人
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
1
3
8
人
は
、
通
常

の
診
療
体
制
な
ら
救
命
で
き
た

可
能
性
が
高
い
「
防
ぎ
得
た

死
」
だ
っ
た
と
す
る
調
査
結
果

を
、
厚
生
労
働
省
研
究
班
が
ま

と
め
た
。
停
電
に
よ
る
人
工
呼

吸
器
の
停
止
や
薬
の
不
足
な
ど

が
主
な
原
因
。
研
究
班
で
は
災

害
時
に
診
療
を
継
続
す
る
た
め

の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。

▼
3
両
＝
連
載
「
福
島
か
ら
の

報告」被
害
が
大
き
か
っ
だ
沿
岸
部

で
協
力
の
得
ら
れ
た
災
害
拠
点

病
院
を
中
心
に
し
た
4
0
病
院

で
、
2
0
1
1
年
3
月
Ⅱ
日
か

ら
約
3
週
間
以
内
に
亡
く
な
っ

た
1
0
4
2
人
を
対
象
に
、
救

命
救
急
の
専
門
医
ら
が
カ
ル
テ

や
担
当
医
へ
の
聞
き
取
り
な
ど

を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
治
療

経
過
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
通
常
の
診
績
体

制
の
も
と
で
治
癒
を
受
け
て
い

れ
ば
死
亡
が
回
避
で
き
た
「
防

ぎ
得
た
死
」
か
、
そ
の
可
能
性

が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
の
は
計

1
3
8
人
。
こ
の
う
ち
騎
人
は

震
災
前
か
ら
何
ら
か
の
原
因
で

入
院
し
て
い
た
。

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
震
災

の
死
者
は
1
万
6
千
人
近
く
に

上
り
、
こ
れ
以
外
に
各
自
治
体

が
認
定
す
る
「
震
災
関
連
死
」

が
あ
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
は
両

方
が
含
ま
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

阪
神
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し

た
建
物
の
下
敷
き
に
な
る
ケ
ー

ス
が
続
出
。
教
訓
と
し
て
災
害

発
生
後
に
た
だ
ち
に
現
場
に
派

遣
さ
れ
、
救
命
に
当
た
る
災
害

ー
ブ
ィ
ー
ー
マ
　
ツ

派
遣
医
療
チ
ー
ム
「
D
M
A

T
L
が
発
足
す
る
な
ど
し
た
。

た
だ
、
津
波
に
よ
る
溺
死
が
多

数
を
占
め
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
D
M
A
T
到
着
時
に
亡
く

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

だ
一
方
、
震
災
の
数
日
後
か
ら

避
難
先
の
環
境
悪
化
な
ど
で
医

療
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
た

と
い
う
。
研
究
班
の
小
井
土
雄
一
・
国

立
病
院
機
構
災
害
医
療
セ
ン
タ

ー
臨
床
研
究
部
長
は
「
災
害
に

よ
る
外
傷
へ
の
対
応
だ
け
で
な

く
慢
性
疾
患
を
悪
化
さ
せ
な
い

よ
う
な
備
え
も
求
め
ら
れ
る
」

と
話
す
。
研
究
斑
で
は
、
医
療

機
材
や
医
薬
品
の
備
蓄
、
衛
星

電
話
な
ど
の
装
備
以
外
に
も
、

患
者
を
地
域
外
の
病
院
へ
転
院

さ
せ
る
手
続
き
や
手
順
を
定
め

て
お
く
▽
薬
や
医
療
機
材
の
優

先
的
な
供
給
に
関
す
る
協
定
を

薬
の
卸
会
社
な
ど
と
結
ん
で
お

く
、
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

（福富智代）


